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経済企業委員会会議録 

 

平成２６年９月１８日 木曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ０時４１分閉議（実時間１２９分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第７２号・平成２６年度八代市一般会

計補正予算・第４号（関係分） 

１．議案第８８号・平成２６年度八代市一般会

計補正予算・第５号（関係分） 

１．議案第７５号・専決処分の報告及びその承

認について 

１．議案第７０号・平成２５年度八代市水道事

業会計利益の処分及び決算の認定について 

１．議案第７１号・平成２５年度八代市病院事

業会計資本金の額の減少及び決算の認定に

ついて 

１．請願第４号・農協改革に関する意見書の提

出方について 

１．所管事務調査 

 ・病院・水道事業に関する諸問題の調査 

  （水道水質事故について） 

 ・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

  （指定管理者の募集について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  増 田 一 喜 君 

副委員長  野 﨑 伸 也 君 

委  員  亀 田 英 雄 君 

委  員  笹 本 サエ子 君 

委  員  田 方 芳 信 君 

委  員  前 垣 信 三 君 

委  員  松 永 純 一 君 

委  員  村 上 光 則 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 商工観光部長     宮 村 博 幸 君 

 商工観光部次長   宮 村 明 彦 君 

 農林水産部長     橋 口 尚 登 君 

  農林水産部次長   黒 木 信 夫 君 

  農業政策課長    小 堀 千 年 君 

  フードバレー推進課長 髙 﨑   正 君 

 環境部長       本 村 秀 一 君 
 
  環境センター建設課 
            山 口 敏 朗 君 
  主幹兼課長補佐 
 
 
  環境センター建設課 
            古閑迫   修 君 
  環境センター建設係長 
 

 水道局長       宮 本 誠 司 君 

 市立病院事務局事務長 田 中 智 樹 君 

                                

○記録担当書記     岩 﨑 和 平 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（増田一喜君） 皆さん、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり） 

 それでは、定刻となり定足数に達しましたの

で、ただいまから経済企業委員会を開会いたし

ます。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第７２号・平成２６年度八代市一般会計

補正予算・第４号（関係分） 

○委員長（増田一喜君） 最初に、予算議案の

審査に入ります。 

 議案第７２号・平成２６年度八代市一般会計

補正予算・第４号中、当委員会関係分を議題と

し、説明を求めます。 

 まず、第６款・商工費について、商工観光部
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から説明願います。 

○商工観光部長（宮村博幸君） 委員長。 

○委員長（増田一喜君） はい、宮村商工観光

部長。 

○商工観光部長（宮村博幸君） はい。改めま

しておはようございます。（｢おはようござい

ます」と呼ぶ者あり）よろしくお願いをいたし

ます。 

 それでは、早速でございますが、議案第７２

号・平成２６年度八代市一般会計補正予算・第

４号中、第６款・商工費につきまして、宮村商

工観光部次長が説明をいたしますので、御審議

方よろしくお願いをいたします。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 宮村商工観光部次

長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。商工

観光部次長の宮村明彦です。よろしくお願いい

たします。説明は、座らせていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

 早速でございますけれども、議案第７２号・

平成２６年度八代市一般会計補正予算・第４号

の１４ページをお開きいただきたいと思いま

す。 

 まず、款６・商工費、項１・商工費、目２・

商工振興費の補正額９１万７０００円をお願い

するものでございまして、補正後は８億７６１

０万４０００円となります。 

 財源内訳といたしましては、全額、一般財源

でございます。補正の理由といたしましては、

本会議で総務部長がお答えいたしましたとお

り、消費税が５％から８％に引き上げられまし

た際の指定管理委託料の積算におきまして、人

件費を含む全体経費に消費税を掛けるべきとこ

ろを、人件費相当分を除き積算してしまったた

め、今回、その誤り分を補正としてお願いする

ものでございます。説明欄にございます商工関

係３施設分でございます。 

 続きまして、目３・観光費の補正額５３万円

で、補正後は２億３８２１万９０００円とな

り、全額、一般財源でございます。補正内容と

いたしましては、商工振興費と同様の理由で、

指定管理委託料の積算の誤り分をお願いするも

ので、説明欄の観光関係９施設分でございま

す。よろしく御審議のほどお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。以上

で質疑を終了いたします。 

 意見がございましたら、お願いいたします。

ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 以上で、第６款・商工費についてを終了しま

す。 

 引き続き、歳出の第５款・農林水産業費及び

第１０款・災害復旧費について、一括して農林

水産部から説明願います。 

 小会いたします。 

（午前１０時０５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時０６分 本会） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 それでは、歳出の第５款・農林水産業費及び

第１０款・災害復旧費について、一括して農林

水産部から説明願います。 

○農林水産部長（橋口尚登君） はい、委員長。 

○委員長（増田一喜君） はい、橋口農林水産

部長。 

○農林水産部長（橋口尚登君） はい。皆様お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり） 

 それでは、議案第７２号・平成２６年度八代

市一般会計補正予算・第４号に係る農林水産部
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関係で、第５款・農林水産業費及び第１０款・

災害復旧費の当委員会付託分につきまして、黒

木次長より説明いたしますので、よろしく御審

議方お願いいたします。 

○農林水産部次長（黒木信夫君） はい、委員

長。 

○委員長（増田一喜君） はい、黒木農林水産

部次長。 

○農林水産部次長（黒木信夫君） はい。改め

ましておはようございます。（｢おはようござ

います」と呼ぶ者あり）農林水産部次長の黒木

です。座って説明をさせていただきます。 

 それでは、八代市一般会計補正予算書第４

号、１３ページをごらんください。 

 款５・農林水産業費、項１・農業費、目３・

農業振興費で、補正額１９４５万円を計上し、

補正後の金額を８億６８８７万５０００円とす

るものです。 

 補正内容としまして、まず、フードバレー事

業で１９００万円を計上しております。本事業

は、総務省の地域経済循環創造事業交付金を活

用しまして、都道府県及び市町村が地域金融機

関から融資を受けて事業化に取り組む民間事業

者に対して、事業化段階で必要となる経費、い

わゆる初期投資費用について助成するもので、

７月３１日付をもって総務省より交付決定があ

ったものです。 

 事業としましては、農業生産法人株式会社蜂

の郷にしおかが、特産のトマトやイチゴ、ショ

ウガ等を使った蜂蜜イチゴジャムやショウガ蜂

蜜漬け等を開発、加工するための加工施設整備

及び厨房機器導入事業を予定しております。特

定財源として、全額、国庫支出金を予定してお

ります。 

 同じく、くまもとふるさと食品ブラッシュア

ップ事業で４５万円を計上しています。本事業

は、熊本県が提唱する稼げる農業を目指した、

消費者に喜ばれ、高い評価が得られるようなく

まもとふるさと食品を生み出していくことを目

的として、農林水産加工品の開発、改良を実施

するグループ等への活動費に対して、その事業

費の２分の１以内を補助するもので、９月１日

付をもって熊本県より内示があったものです。 

 事業としましては、東陽町加工グループ協議

会が特産のショウガを使用した加工品のネット

販売やギフト販売を活用した販売促進活動事

業、もう一つ、デザート工房オレンジ会が晩白

柚ペースト製造効率化のための機械導入及び商

談会出店による販路拡大事業を予定しておりま

す。特定財源として、全額、県支出金を予定し

ています。 

 次に、目５・農業後継者育成費で、補正額３

０万円を計上し、補正後の金額を１４９万５０

００円とするものです。 

 説明欄の食育推進育成事業として３０万円を

計上しています。本事業は、熊本県が行う熊本

県地産地消活動支援等事業補助金を活用し、地

域内の生産者、販売・飲食事業者等による地域

密着型の地産地消推進活動に対し、定額で補助

対象事業費、上限３０万円を補助するもので、

７月１７日付をもって熊本県より内示があった

ものです。 

 事業としましては、やつしろマルシェ生産者

会が、熊本市内びぷれす広場での出張販売の開

催などのＰＲ販売活動や飲食店連携売込活動事

業を予定しております。特定財源として、全

額、県支出金を予定しています。 

 次に、目８・農地費で、補正額５５５万９０

００円を計上し、補正後の金額を１０億９４６

５万８０００円とするものです。 

 補正内容としましては、説明欄の多面的機能

支払交付金事業で４５６万２０００円を計上し

ています。本事業は、水路の草刈り、泥上げや

遊休農地の発生防止のための農地の農業用水等

を保全管理する共同活動、土水路からコンクリ

ート水路への更新やアスファルト舗装への更新
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など、老朽化が進む農地周りの水路、農道等の

長寿命化のための活動に対して、国２分の１、

県４分の１、市４分の１により支援する事業で

す。 

 本年６月に新たな制度の補助要綱が制定され

たため、交付単価の減額や活動面積の増減、新

規地区の参加などによる補助金額の調整を行う

ものです。 

 あわせて、本事業のさらなる推進に係る経費

として、臨時職員の賃金や地元説明会に必要な

パンフレットの印刷製本費等を予定しておりま

すが、この経費につきましては、全額、国費を

予定しております。特定財源として、県支出金

１２２万７０００円を予定しています。 

 同じく、市内一円土地改良整備事業で９９万

７０００円を計上しています。本事業は、本年

度実施予定である貝洲地区経営体育成基盤整備

事業の事業計画策定に当たりまして、本年度に

入り、区画整理事業を含めることになりました

ので、その事前資料作成として、土地の相続関

係の調査、地区内農地状況調査などの換地等調

整事業を行う必要があり、事業に係る経費につ

いて補正をお願いするものです。 

 続きまして、１４ページをごらんください。 

 次に、項２・林業費、目２・林業振興費で、

補正額９７３万５０００円を計上し、補正後の

金額を２億３３４９万３０００円とするもので

す。 

 説明欄の緑の産業再生プロジェクト促進事業

補助金として９７３万５０００円を計上してい

ます。本事業は、熊本県の緑の産業再生プロジ

ェクト促進事業を活用して、大型の高性能林業

機械や木材関連施設を導入するための経費に対

し、国２分の１、県１００分の５を助成するも

ので、７月２５日付をもって熊本県より内示が

あったものです。 

 事業としましては、泉町の株式会社岩崎林業

が木材の枝払い、玉切り等を連続して行う高性

能林業機械プロセッサー１台の導入事業を予定

しています。特定財源として、全額、県支出金

を予定しています。 

 続きまして、１７ページをごらんいただきた

いと思います。 

 次に、款１０・災害復旧費、項１・農林水産

業施設災害復旧費、目１・農業施設災害復旧費

で、補正額４３０万円を計上し、補正後の金額

を４３０万１０００円とするものです。 

 本年７月の豪雨により、農道において路側崩

壊が発生したもので、早急な機能回復を図る必

要があるため、国の補助災害に係る工事費につ

いて補正をお願いしております。 

 被災箇所としましては、二見野田崎町の１路

線１カ所及び東町の１路線１カ所です。特定財

源として、県支出金２７９万５０００円及び市

債１３０万円を予定しています。 

 次に、目２・林道施設災害復旧費で、補正額

１７６０万円を計上し、補正後の金額を３２６

６万円とするものです。 

 本年６月及び７月の豪雨により、林道におい

て、のり面崩壊や路側崩壊が発生したもので、

早急な機能回復を図る必要があるため、国の補

助災害に係る工事費について補正をお願いする

ものです。 

 被災箇所としましては、坂本支所管内で坂本

山江線の１カ所、泉支所管内で南川内線の２カ

所、樫の木峠線の１カ所です。特定財源とし

て、県支出金１１２３万９０００円及び市債５

７０万円を予定しております。 

 以上で、農林水産部関係分の補正予算につい

ての説明を終わります。御審議方よろしくお願

いいたします。 

○委員長（増田一喜君） 黒木次長の先ほどの

説明の中で、農地費のところですね、多目的機

能支払交付金事業と言われましたけど、これは

多面的ということですね。 

○農林水産部次長（黒木信夫君） あ、申しわ
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けございません。はい。多面的機能支払交付金

事業です。 

○委員長（増田一喜君） はい。それでは、以

上の部分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） くまもとふるさと食品

ブラッシュアップ事業で、補助金、これは２分

の１内の補助率なんですが、この補助率の違う

とは何でですか。 

○委員長（増田一喜君） 小堀農業政策課長。 

○農業政策課長（小堀千年君） はい。今回、

このブラッシュアップ事業でございますが、２

つの事業主体が取り組んでおられます。２つ合

わせて４５万円というふうなことでございます

が、一つが、東陽の東陽町加工グループ協議会

が取り組まれるものでございまして、総事業費

が４０万円でございます。そのうち県費２０万

円と、２分の１ということでございます。 

 それともう一つ、オレンジ会というところ、

デザート工房オレンジ会が取り組まれる事業が

全部で６１万円の事業費でございますが、これ

に対して２５万円の県費で、２分の１の補助と

いうことで、オレンジ会のほうは２分の１に満

たらぬわけでございますが、上限が２５万円と

いうふうな規定になっておる関係で上限の２５

万円までというようなことで、こういう額とな

っておるところでございます。（委員亀田英雄

君「わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。は

い、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） はい、わかりました。 

 上に、概要のほうば見とってですが、フード

バレーば推進する事業の一つじゃなかろうかっ

ても思うとですよね。だいけん、県の補助金ば

有効に利用するっていう部分のあっとですが、

八代市も連携してフードバレーば進むっていう

思いがあっとならですたい、上限が決まっとっ

とでしょうばってんが、補助金ば受ける団体と

しましてはですたい、半分ぐらいっていう思い

のあらせぬどかていう気もせぬでもなっかです

よ。 

 だけん、その辺でですたい、市もその辺の補

助事業に取り組んでいく必要があっとじゃなか

ろうかという気もせぬでもなかっですばってん

が、その辺の考え方について、あれば伺わせて

ください。 

○農林水産部長（橋口尚登君） はい、委員長。 

○委員長（増田一喜君） はい、橋口部長。 

○農林水産部長（橋口尚登君） はい。フード

バレー事業関連についてはですね、市のほうで

も単独事業で商品の販売促進等関係についてで

すね、一応担当部事業として、現在実施してお

ります。その中で、今回のこの県の事業で取り

組みを行っているんですが、基本的には、県の

事業でできない部分については市の単独事業で

行うということでですね、取り組みを進めてお

ります。 

 今後につきましては、今、フードバレーの協

議会会員を一軒一軒ですね、ずっとこう、くま

なく当たってるんですが、そういう中で、協議

会の会員の方が必要とされる事業等がもしあり

ましたらですね、県と協議しながら、できれば

県の事業、あるいはできない分については市の

単独事業として、今後、また取り組んでいきた

いというふうに考えております。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（亀田英雄君） はい、了解しました。 

○委員長（増田一喜君） はい。ほかにありま

せんか。 

 はい、田方委員。 

○委員（田方芳信君） 食育推進育成事業です

けど、この事業主体のやつしろマルシェ生産者

会ちゅうとはどういうあれなんですかね。 

 それと、事業内容の、ＰＲ販売活動ちゅうの
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は、どういうやつをＰＲ販売活動されようと思

っとられるのか、そこのところ２点、教えてく

ださい。 

○委員長（増田一喜君） はい、小堀農政課長。 

○農業政策課長（小堀千年君） はい。まず、

事業主体、やつしろマルシェ生産者会でござい

ますが、市内のですね、直売所、それから農業

者、漁業者、それから食品の加工なんかを手が

ける業者さん、お菓子製造販売とか飲食店、そ

ういった市内の団体、準会員も含めまして大体

約３０の団体で構成されておるところでござい

ます。 

 ＰＲ活動でございますが、今回の事業で取り

組まれるのはですね、一つは、地域内の推進組

織を設立するということで、このマルシェ生産

者会を中心に行政、それから米粉インストラク

ターとかいった方々も含めたところで組織を設

立いたしまして、研修会的要素も含めた会議な

んかを開催しているというのが一つ。 

 それから、ＰＲ活動をやってる、地域内外に

ＰＲ活動していくということで、地域外といた

しましては、熊本市内のびぷれす広場での出張

販売を計画されております。それと地域内のＰ

Ｒ活動といたしましては、月に１回、第２土曜

日にやつしろマルシェを開催しておられます

が、ここで集中キャンペーンとしまして、料理

のレシピとセットにしたプレゼント企画等を企

画されております。 

 以上でございます。（委員田方芳信君「わか

りました」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい。そのフードバレ

ー事業、食品ブラッシュアップとか食育推進育

成事業、何でもそうなんですが、これはどうい

う形で告知をされるのか、どういう形で対象の

業者をお決めになるのか、そのあたりがわかれ

ば教えていただきたいと思いますが。 

○委員長（増田一喜君） はい、髙﨑フードバ

レー推進課長。 

○フードバレー推進課長（髙﨑 正君） は

い。恐れ入ります。まずは、私のほうからフー

ドバレー事業について、今回どういう経緯でこ

ちらのほうに決定があったのかという経緯を説

明をさせていただきます。 

 本事業は、総務省のほうが募集かけた事業で

ございまして、それを活用して、申請をして承

認をいただいたという形でございます。ただ

し、今回のこの募集につきましては３次募集と

いうような形で、ようやく滑り込めたという状

況です。その背景にはですね、事業募集があっ

て、申請までに１カ月程度ということで、非常

に申請期間が短いということと、その事業計画

がですね、ある程度熟度が高いものではないと

いけないということであることからですね、当

方のほうでいろんなネットワークを通じて把握

していた中から、適切であろうという方のほう

に御紹介を差し上げて、事業申請のほうに結び

つけたという経緯がございます。 

 以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

 はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） 内容はようわかったん

ですが、その３次募集ということで、期間もな

い云々という話もされたんですが、補正で上が

ってきた分については、国の予算かれこれがつ

いた後での話になると思うんですが、一般に、

こういう事業もあるというのは、業者さん自体

が自分たちでいろいろ調べて行政と話をされる

のか、事前に行政側が何らかの形で告知をし

て、広く一般の人にも話をされるのか。 

 というのが、たしかこの対象の事業者さん

は、過去にも何か補助をいただいとられると思

うとですよね。優良企業だから何も問題ないん

ですけど、新規で何かを考えたいとか、今の事
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業の継続の中で何かを考えたいとおっしゃった

ときに、窓口に来れば、こういった情報が得れ

るもんなのか、何かの形で公示をされるもんな

のかがちょっと気にかかったもんですからお尋

ねをしたんですが。今回の場合は、３次でやっ

と滑り込めて、１カ月ぐらいしかなくて、いろ

んな説明はされたんですが、今後は何か、どう

いう考え方をされるのか、もしわかればお示し

をいただきたいと思います。 

○フードバレー推進課長（髙﨑 正君） は

い。 

○委員長（増田一喜君） 髙﨑フードバレー推

進課長。 

○フードバレー推進課長（髙﨑 正君） は

い。今回に限らずですけれども、制度等につき

ましては、情報が入り次第、本市のホームペー

ジ等でお知らせをするというやり方。あと、フ

ードバレーの推進協議会、──熊本県の県南フ

ードバレーの推進協議会がございますけども、

こちらのほうの会員様のほうにも広くＥメール

等を使ってお知らせが行っているというような

状況でございます。 

 今後ともですね、そのようなネットワークを

活用して、広く周知に努めてまいりたいと思い

ますし、私ども独自に戸別訪問等を行っており

まして、その内容を把握している上でですね、

適切な事業、ここがいいんじゃないかというこ

とがですね、わかれば随時、個別のそういう御

提案というふうにも努めていきたいというふう

に考えております。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） 前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい、わかりました。 

○委員長（増田一喜君） はい。ほかにありま

せんか。 

○委員（松永純一君） はい。よかですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） はい。食育推進育成事

業ですけども、定額で３０万ということですの

で、３０万以上は３０万補助が出るわけです

が、この上の食品ブラッシュアップもそうです

けども、今、限度額が２５万。えらい県も小出

しにすんなって、財政が厳しかとわかっとっと

ですけども、県内の採択の数というのは、わか

りますか。食育のほうは何カ所ぐらい、県は採

択、ことししているのか。 

○委員長（増田一喜君） はい、小堀農政課長。 

○農業政策課長（小堀千年君） 県内での採択

の数でございますが、いずれの事業も７から１

０、大体、地域振興局管内に、必ずそういうわ

けではございませんが、大体そのぐらいの数で

県も予算組みをされておるようでございます。 

 以上です。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 松永委員。 

○委員（松永純一君） はい。わかりました。

できればですね、県のほうに、これはうちとし

ても要望して、そういった採択件数をですね、

なるべくふやしていただきたいというお願いは

あります。 

 それから、災害復旧は、恐らくこれは現年災

だろうと思うとですけど、もう今、過年災に

は、──現年度で全部終わって過年の補助はも

う今、起きてこぬとかな。発生してないという

ことでよかですか。 

○農林水産部長（橋口尚登君） はい、委員長。 

○委員長（増田一喜君） はい、橋口農林水産

部長。 

○農林水産部長（橋口尚登君） はい。災害復

旧事業については、もう当年度で全部完了して

しまいますので、一部繰り越しがある場合もあ

りますが、基本的には、もう当年度で完了する

ということです。（委員松永純一君「はい」と

呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） いいですか。 

○委員（松永純一君） わかりました。 
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○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。はい、

以上で質疑を終了します。 

 御意見があったら、お願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 これより採決いたします。 

 議案第７２号・平成２６年度八代市一般会計

補正予算・第４号中、当委員会関係分につい

て、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 小会いたします。 

（午前１０時３０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時３２分 本会） 

◎議案第８８号・平成２６年度八代市一般会計

補正予算・第５号（関係分） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 続いて、議案第８８号・平成２６年度八代市

一般会計補正予算・第５号中、当委員会関係分

を議題とし、説明を求めます。 

○農林水産部長（橋口尚登君） はい、委員長。 

○委員長（増田一喜君） はい、橋口農林水産

部部長。 

○農林水産部長（橋口尚登君） はい。それで

は、議案第８８号・平成２６年度八代市一般会

計補正予算・第５号については、追加議案とし

てお願いいたしておりますが、農林水産部関係

で、第５款・農林水産業費の当委員会付託分に

つきましては、環境センター建設に伴う事業費

の補正でございますので、内容につきまして

は、環境部より説明いたします。よろしく御審

議方お願いいたします。 

○環境部長（本村秀一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、本村環境部

長。 

○環境部長（本村秀一君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり） 

 今回、追加提案されました議案第８８号・平

成２６年度八代市一般会計補正予算・第５号に

係る当委員会付託の環境部所管部分についてで

ございますが、現在施工中の（仮称）八代市荷

さばき施設建築工事におきまして、くい工事を

施工するに当たり、試掘調査の結果、地中に想

定外の玉石が存在し、当初計画の工法に支障が

出たため新たな工法で掘削する必要性が生じ、

当初の予算額では不足することとなったため

に、その不足額の補正をお願いするものでござ

います。 

 内容につきましては山口主幹から御説明いた

しますので、御審議方よろしくお願いいたしま

す。 

○環境センター建設課主幹兼課長補佐（山口敏

朗君） はい、委員長。 

○委員長（増田一喜君） はい、山口環境セン

ター建設課主幹兼課長補佐。 

○環境センター建設課主幹兼課長補佐（山口敏

朗君） おはようございます。（｢おはようご

ざいます」と呼ぶ者あり）環境センター建設課

の主幹兼課長補佐の山口です。座らせて説明さ

せていただきます。 

 それでは、環境部がお願いしております補正

予算の内容について説明させていただきます。

なお、説明に当たりましては、補正予算書第５

号及び環境センター建設課から配付いたしてお

ります資料を用いて説明させていただきます。 

 議案第８８号・平成２６年度八代市一般会計

補正予算・第５号、農林水産業費について御説

明いたします。 

 補正予算書の１１ページをお願いいたしま

す。 
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 歳出の款５・農林水産業費、項３・水産業費

に、補正額欄記載のとおり、工事請負費の補正

を８８０万円をお願いしております。これは、

(仮称)八代市荷さばき施設建築工事におきまし

て、基礎くい工法の変更が必要となりましたこ

とから補正をお願いするものでございます。 

 まず、荷さばき施設の建設につきましては、

昨年の６月議会で、水産庁の第１次公募への応

募についてと今後の実施設計、地質調査、地下

水調査のスケジュールについて報告させていた

だき、ことしの３月議会で、２６年度当初予算

として施設建設の工事請負費及び工事監理業務

委託費を計上し、審査、御承認をいただいたと

ころでございます。 

 ことし６月中旬に発注し、８月初旬から現場

工事に入りましたが、試掘調査の結果、当初計

画しておりました工法では、くい工事ができな

いことが判明し、現在、工事は中断している状

況でございます。 

 では、今回、設計変更に至りました経緯と新

しい工法につきまして、お手元に配付しており

ます資料を用いて御説明いたします。 

 それでは、表紙をめくっていただきますと、

まず最初に、荷さばき施設の建設地を示してお

ります航空写真を添付しております。中央に環

境センター建設予定地がありますが、その左上

の赤枠の場所が建設地となっております。 

 １枚めくっていただきまして、資料の配置図

をごらんください。黄色で示しております施工

しますくいの位置２０カ所と赤丸で示しており

ますボーリング調査２カ所及び現地工事に入り

ました後、行いました試堀調査７カ所を黄色の

丸の中に緑色で示しております。 

 まず、ボーリング調査ですが、土地の形状や

建物の配置予定が長方形で、南北方向が短辺、

東西方向が長辺となっておりますことから、南

北方向の短辺の中心で２カ所調査しておりま

す。 

 その結果は、２枚めくっていただいて３ペー

ジ、４ページにボーリング柱状図をつけており

ます。ごらんください。２カ所とも、ほぼ同じ

調査結果が出ておりますので、３ページの柱状

図で説明させていただきます。 

 地表から約４メートル付近に大きな玉石層が

あることがわかっております。それ以下にはか

たい層はなく、地下３１メートル付近から支持

層となる、かたいれき層が確認されました。ま

た、途中の８メートル付近に極めて液状化しや

すい層も確認されております。 

 その結果、建物の基礎については、液状化に

対応できるくい基礎として、くい工法について

も４メートル付近にある厚さ０.５メートルか

ら１メートルの玉石層を大型のバックホウで撤

去する工法を選定しておりました。しかし、試

掘調査の結果、くい打ち機の掘削機械では破壊

できない玉石層が確認されました。 

 その状況につきましては、写真をつけており

ますので５ページをお願いいたします。１から

３までが試験掘りの状況でございます。 

 次の６ページから７ページの写真４番から９

番までが試験掘りで確認されました石でござい

ます。 

 それでは、８ページをごらんください。 

 予定した工法では破壊できない玉石層が出て

きましたので、大型バックホウによるこの層を

確認しましたところ、まず、地表１.７メート

ルから４メートルの位置に直径５０センチから

１メートルの大きな石の層が確認されました。

玉石の層の厚さが、当初推定しておりました１

メートルを超え、また、大型バックホウでの撤

去ができない深さ４メートル以上まで存在して

おりました。これらの玉石層は、昔の石積み護

岸の跡ではないかと考えております。 

 対策といたしまして、この石の層を掘削でき

る重機を追加する方法と、掘削せずにくい基礎

から基礎工法を変更する場合とで検討いたしま
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したが、くい基礎以外では液状化への対策が不

十分であり、安全性が確保できないことから、

玉石を掘削できる重機を追加する方法が妥当で

あると判断いたしました。 

 資料の９ページをごらんください。 

 新たに追加します方法ですが、全周回転オー

ルケーシング工法といいまして、硬質地盤、転

石層、玉石層、岩盤などの掘削ができる工法で

す。先端に特殊な加工をされた１メートルから

１.５メートルの鋼鉄製の円筒を用いて、現在

確認されている玉石層、──地盤面下約１.７

メートルから７メートル付近までありますが、

この層をくり抜き、まず、障害となる玉石を取

り除きます。 

 次に、１０ページをごらんください。 

 玉石を取り除いた後、一旦、土、砂等で埋め

戻しを行い、改めて当初から予定しておりまし

たくい打ち機にて、くいの施工を行うものでご

ざいます。 

 以上が、設計変更に至りました経緯と、変更

します工法の説明でございます。よろしく御審

議をお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい。まだ今のところ

は、この工事が中止しとるみたいですが、仮に

これが付託されて採決をされて工事に入った場

合、予定工期内で終わるんですか。工期が非常

に心配ですが。 

○環境センター建設課主幹兼課長補佐（山口敏

朗君） はい、委員長。 

○委員長（増田一喜君） 山口課長補佐。 

○環境センター建設課主幹兼課長補佐（山口敏

朗君） くい工事の試掘工を８月７日に施工し

て以来、既に１カ月、現場がとまっておりま

す。 

 今回の工事を御承認いただいた場合、追加工

事は２週間要する見込みでございます。よっ

て、当初から１カ月半から２カ月のおくれが生

じることになりますが、現場サイドでの工程表

を組み直して検討した結果、１月末の工期の予

定が１カ月延長した２月末までということで、

終わるということで、今のところは計画しとる

ところでございます。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい。年度内の完成を

ぜひやってもらわないかぬと思いますので、現

場も頑張って、できるだけ早いうちの完成をお

願いをしたいと思います。 

○委員（亀田英雄君） もう一つ。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） はい。今回、荷さばき

場のことで、約２億のうちの８００万ですよ

ね、５％弱。今回の荷さばき場のことですが、

環境センターも想定外のことだったということ

でした。環境センターもこれ以上の工法となる

とでしょうけん、環境センターの総予算にも関

係くっちゃなかっですか。試験掘りした、わか

ったと、地面の中の様子がわかってきたと。環

境センターの総予算にもまた関係してくるでし

ょう、工法にも。そこは、環境センターの立地

も、計画もさわっていくことにはならぬとです

か。 

○委員長（増田一喜君） 古閑迫環境センター

建設課環境センター建設係長。 

○環境センター建設課環境センター建設係長

（古閑迫修君） はい。今の御質問についてお

答えいたします。 

 環境センターのエネルギー回収推進施設は、

今、入札公告を行っておりますけれども、ＤＢ

Ｏ事業者のほうで全て施工いたします。施工す

る前には、ＤＢＯ事業者のほうで、また改めて
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地質のほうは確認を行います。ですので、今回

のように、まず、環境センターのほうもです

ね、支持地盤は地盤面下３０メートルに支持層

があるものと、今、うちどものほうでも想定を

しております。 

 今回のように途中で、またくい打ち機が抜け

ないようなかたい層があるかどうかというの

は、まず、ＤＢＯ事業者のほうで試験掘りをし

まして、そちらのほうで確認を行うことになっ

ております。それらに係る経費につきまして

は、今回、入札公告を出しております予算の中

に含めておるものとしております。 

 私どもが後で発注いたしますマテリアルリサ

イクル推進施設管理棟等につきましては、そち

らの工事が済んでからの施工というふうに工程

のほうを今考えておりますので、それらの状況

を見て、順次判断していきたいと考えておりま

す。 

 以上です。（委員亀田英雄君「はい、わかり

ました」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 想定外だったというこ

とですね。この辺りはずっとこう同じ、今度掘

ってみてもわかっとだけんですたい、だけん、

このあたりの状況がわかったって話でしょう。 

 やっぱり備えとかぬばあかんちゃなかっです

かね。また掘ってみらぬばわからぬっていうこ

とで、この話をつけなって、後のほうに話ばつ

なげなっとですかね。 

○環境センター建設課環境センター建設係長

（古閑迫修君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、古閑迫係長。 

○環境センター建設課環境センター建設係長

（古閑迫修君） はい。まず、エネルギー回収

推進施設、今、入札公告出しておりますＤＢＯ

事業者が施工した状況をまず見まして、それも

今回の荷さばき施設と同様にですね、抜けない

層が途中にあったということが判明いたしまし

たならば、当然、それは私たちのほうで単独で

発注します工事のほうにも反映させて、くいの

工法のほうに、検討する際に反映させてまいり

ます。 

○委員長（増田一喜君） 失礼しました。今、

答弁していただいたのは古閑迫係長です。失礼

いたしました。 

 ほかにありませんか。よろしいですか。 

 はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 財政計画もいろいろさ

わってくっちゃなかですかね。これは余り深く

せぬですばってん、そういうような見解は、今

後のこの見解なんですが、大きく膨らんできま

すよね。約５％ですけん、その辺の手当てはど

げん考えとりますか。 

○環境部長（本村秀一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 本村環境部長。 

○環境部長（本村秀一君） はい。今、環境セ

ンターのほうの建設については、今、係長が言

ったとおりでございますけれども、今回、近く

のといいますか、反対側のほうの荷さばき施設

をつくるということで、ボーリングはしたもの

の、試掘をしたところがそういった大きな石が

出てきたちゅうことですから、埋立地でもあり

ますし、今後、約５.７ヘクタール、国有地、

県有地がございます。 

 そういった中の県有地は、今回、用地買収と

いうことで、県のほうからも上がっております

とおり、市のほうも用地買収に動くわけです

が、そういったことが反対側の埋立地もあった

ということですから、今後、事業を進める中に

はですね、そういったことも考えて、いろいろ

計画しとく必要があるというふうに思います。 

 これは、全てこの石がどこにも出るというこ

とは限らぬもんですから、とられた業者に、ま

たそういう事業者の皆さん方とですね、今後と

いうのは、こういったことがありましたよとい

うことをおつなぎをしながら、今後の計画に反
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映をさせたいというふうに思います。よろしく

お願いいたします。（委員亀田英雄君「はい、

ありがとうございます」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） いいですか。よろし

いですか。 

 ほかにありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。済みません、今

回８８０万というようなことだったですけれど

も、ちょっと教えてもらいたいんですが、いろ

んな事業ですね、工事とかで発注されて、入札

されるわけなんですけれども、この不測の事態

というのが、時々起こってくるわけなんですけ

れども、これ、不測の事態で幾らまで出すんで

すかね。規定ありますか。 

 今回、たまたま８８０万というような金額で

済んだということなんですけど、これが１億円

だったらどうしました。 

○委員長（増田一喜君） どなたが答えます

か。（｢小会しますか」「小会すったい」と呼

ぶ者あり）小会します。 

（午前１０時４８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時５８分 本会） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 それでは、先ほどの御答弁お願いいたしま

す。 

○環境部長（本村秀一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 本村環境部長。 

○環境部長（本村秀一君） はい。ただいま野

﨑委員のほうから御質問がありました変更につ

いてどこまでかと、いろいろ御意見が出ました

けれども、今回、荷さばきのこの変更に伴いま

す場合は、くい工法、いろんなことを変更を考

えましたけれども、これが一番やっぱり安くて

強い、また液状化等を考えた場合は、このくい

打ちが一番妥当なんだという判断をしまして、

こういった金額になりました。 

 ただ、いろいろな工事の中では、やっぱりこ

の金額に限らず、大きな金額も伴うことがある

かもしれませんが、それはそれとして、その中

で検討、判断をしてまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） はい。了解しました。

わかりました。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。以上

で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） 先ほどの質疑の件なん

ですけれども、やはり一般財源からお金を出す

ということですんで、不測の事態でいろいろ変

更があったりとか、金額が上回っていくという

のは理解するところなんですけれども、やはり

今後の入札の仕方だったり、いろいろなやり方

が今ですね、世の中にはあると思いますんで、

そういったものを含めてですね、やっぱりもう

一度検討してやっていただきたいと。お金は無

限にありませんので、やっぱり。よろしくお願

いしたいと思います。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 これより採決いたします。 

 議案第８８号・平成２６年度八代市一般会計

補正予算・第５号中、当委員会関係分につい

て、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本
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案は原案のとおり可決されました。 

 小会いたします。 

（午前１１時００分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時０３分 本会） 

◎議案第７５号・専決処分の報告及びその承認

について 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 次に、事件議案の審査に入ります。 

 議案第７５号・平成２６年度八代市一般会計

補正予算・第３号中、当委員会関係分に係る専

決処分の報告及びその承認についてを議題と

し、歳出の第１０款・災害復旧費中、農林水産

部関係について、農林水産部から説明願いま

す。 

○農林水産部長（橋口尚登君） はい、委員長。 

○委員長（増田一喜君） 橋口農林水産部長。 

○農林水産部長（橋口尚登君） はい。それで

は、議案第７５号・専決処分の報告及びその承

認についての平成２６年度八代市一般会計補正

予算・第３号に係る農林水産部関係で、第１０

款・災害復旧費の当委員会付託分につきまし

て、黒木次長より説明いたしますので、よろし

く御審議方お願いいたします。 

○農林水産部次長（黒木信夫君） 委員長。 

○委員長（増田一喜君） はい、黒木農林水産

部次長。 

○農林水産部次長（黒木信夫君） はい。それ

では、座って説明をさせていただきます。 

 議案書の１１ページをお開きをいただきたい

と思います。 

 款１０・災害復旧費、項１・農林水産業施設

災害復旧費、目２・林道施設災害復旧費で、補

正額１５０６万円をお願いしております。 

 これは、本年６月の豪雨によりまして、林道

において崩土、落石、倒木等が発生し、通行に

支障を来したことから、早急に機能回復を図る

ため、専決予算をお願いしたものです。 

 被災箇所としましては、坂本支所管内で、坂

本山江線ほか１９路線の８２カ所、東陽支所管

内で谷口線の１カ所、泉支所管内で菊池人吉線

ほか７路線の２８カ所、合計で八代市管内２８

路線の１１１カ所であります。 

 内訳としましては、崩土、落石、倒木等の処

理経費として需用費１３８６万円と国の補助災

害に係る測量設計委託費として委託料１２０万

円を計上しております。 

 以上で、農林水産部関係分についての説明を

終わります。御審議方よろしくお願いします。 

○委員長（増田一喜君） はい。それでは、以

上の部分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。以上

で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 なければ、これより採決いたします。 

 議案第７５号・平成２６年度八代市一般会計

補正予算・第３号中、当委員会関係分に係る専

決処分の報告及びその承認については、承認す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

案は承認されました。 

 小会いたします。 

（午前１１時０７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時０７分 本会） 

◎議案第７０号・平成２５年度八代市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定について 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 次に、決算議案の審査に入ります。 

 まず、議案第７０号・平成２５年度八代市水

道事業会計利益の処分及び決算の認定について
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を議題とし、説明を求めます。 

○水道局長（宮本誠司君） 委員長。 

○委員長（増田一喜君） はい、宮本水道局

長。 

○水道局長（宮本誠司君） こんにちは。水道

局の宮本でございます。（｢こんにちは」と呼

ぶ者あり）着座にて説明させていただきます。 

 それでは、議案第７０号・平成２５年度八代

市水道事業会計利益の処分及び決算の認定につ

いて御説明いたします。別冊の平成２５年度八

代市水道事業決算書をお願いいたします。 

 １７ページから２８ページが事業報告書でご

ざいます。 

 ２１ページから２２ページに２００万円以上

の建設改良工事を、２２ページから２３ページ

に平成２４年度からの繰り越し工事を掲載いた

しております。 

 参考までに、別紙にて位置図をお配りいたし

ております。こちらでございます。 

 建設改良事業につきましては、本年度も配水

管整備事業といたしまして、幹線配水管の２系

統化のため、井上町、竹原町において配水本管

５００ミリの布設を行うとともに公共下水道工

事と同時施工により、太田郷地区並びに古閑中

町、古閑下町等の配水管未整備地区への配水管

布設工事を施工いたしました。 

 一方、配水管改良事業といたしましては、日

奈久中町、福正元町において老朽管更新工事

を、また、高島町、萩原町１丁目、新港町１丁

目において配水管移設工事を行いました。 

 なお、配水管整備事業のうち３９８５万９５

６０円、配水管改良事業のうち２４７９万３２

０円、水道料金システム改修事業のうち１０４

２万７０４円が年度内に完了できず、次年度へ

繰り越しました。 

 ２４ページをお願いいたします。 

 給水普及状況でございますが、給水区域内の

戸数及び人口がそれぞれ２万９８８２戸、７万

４２２人に対しまして、給水実績は、戸数が１

万４７４１戸、人口が４万９５４人でございま

して、給水区域内の普及率は５８.１６％とな

りました。 

 次に、２５ページ、配水量、有収水量及び電

力使用量でございますが、配水量が４２８万９

５５４立方メートル、有収水量３６１万８８０

０立方メートル、有収率が８４.３６％、電力

使用量が１９６万１７７７キロワットアワーで

ございました。 

 本年度も、配水管等の漏水調査を行い、効率

的な水道水の供給に努め、有収率は前年度に比

べまして０.２４ポイント向上いたしました。 

 給水量でございますが、有収水量は、年間の

総有収水量が３６１万８８００立方メートル、

１日平均９９１５立方メートル、１人１日平均

２４２リットル、月当たり１戸平均２０立方メ

ートルでございまして、１日最大配水量が昨年

７月１６日の１万４８１０立方メートルでござ

いました。 

 次に、２６ページの水道料金調定及び収入で

ございますが、調定額４億５４６２万６３００

円、収入済み額４億２２２４万９４０３円、未

収額が３２３７万６８９７円、徴収率が９２.

８８％となっておりますが、これは３月３１日

で決算を行っておりまして、この時点では、３

月分水道料金の口座振替分が月末振替、翌月入

金のため収納されておりません。７月末現在で

は、未収額が４０万７６７０円、徴収率は９

９.９％でございます。 

 次の供給単価及び給水原価でございますが、

供給単価が１２５円６３銭、給水原価は１００

円６７銭でございました。 

 次の事業収入に関する事項、事業費に関する

事項及び２９ページ以降の附属明細書につきま

しては、後ほど別表にて説明いたしますので省

略させていただきます。 

 ２８ページ、企業債及び一時借入金の概況で
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ございますが、平成２５年度は、建設改良事業

のための企業債の借り入れは行わず、過去の建

設改良事業のための政府系の金融機関からの借

入金を５８６７万７８８円、平成１９年度から

２０年度にかけて行いました借換債を７４６４

万３７２０円、平成２４年度の繰上償還に伴う

借換債を９８７万５０００円、合計で１億４３

１８万９５０８円償還し、残高は１２億９８６

９万９５９１円となりました。 

 ページを戻りまして、３ページから６ページ

が決算報告書でございます。 

 企業会計では、当該年度の損益取引に係る収

入、支出の収益的収支、また、資産、負債及び

資本の増減に係る取引に係ります収入、支出の

資本的収支の２本立ての予算になっておりま

す。 

 決算の内容につきましては、前年度との比較

をいたしております別添の資料にて御説明させ

ていただきます。資料をお願いいたします。 

 収益的収支につきましては、経営成績をあら

わします損益計算書に合わせまして、消費税抜

きの数値で作成いたしております。 

 まず、収益的収支の収入でございますが、項

１・営業収益４億５７９０万７２６３円。内訳

といたしまして、目１・給水収益４億５４６２

万６３００円、これは料金収入でございます。 

 目２・受託工事収益１１２万７０２０円、こ

れは給水工事収益と修繕工事収益でございま

す。 

 目３・その他の営業収益２１５万３９４３

円、主に諸手数料でございます。 

 項２・営業外収益５０１万４７５６円。内訳

としまして、目１・受取利息６４万７６３２

円。 

 目２・他会計補助金１５２万４０００円、こ

れは第３工区企業誘致に係る配水管布設工事に

要しました企業債の利子補給８９万８０００円

と企業職員の児童手当６２万６０００円に係る

一般会計補助金でございます。 

 目３・雑収益２８４万３１２４円、これは主

に量水器取りかえ評価差額でございます。 

 項３・特別利益、これは目２・過年度損益修

正益のみで、９３５１円でございます。 

 収入合計４億６２９３万１３７０円となって

おります。 

 次に、収益的支出でございますが、項１・営

業費用３億４６３８万８７６９円。内訳としま

して、目１・原水及び浄水費５９０６万１７３

８円、これは水源地関係の費用でございます。

その主なものといたしまして、一般職２名の人

件費、水源地運転管理業務委託、水源地動力費

などでございます。 

 目２・配水及び給水費４８６２万６３４円で

ございまして、これは配水及び給水施設に係る

費用でございます。その主なものといたしまし

て、一般職３名の人件費、外港船舶給水所管理

非常勤職員１名の賃金、配水管及び給水管の修

繕費、漏水調査委託料などでございます。 

 目３・受託工事費１１５０万６０８６円、こ

れは新規の給水工事の管理及び既設給配水管切

りかえ工事等の受託に要する費用でございま

す。その主なものは、一般職２名の人件費、給

配水管の切りかえ工事の工事請負費などでござ

います。 

 目４・総係費８０３０万２４３６円、これは

一般業務関係の費用でございます。その主なも

のは、一般職７名の人件費、水道料金滞納整理

事務非常勤職員等３名の賃金、検針、集金業務

委託料、料金システム、会計システムの保守料

などでございます。 

 目５・減価償却費１億４６７８万２５４３

円。 

 目６・資産減耗費１１万４５３２円、これは

棚卸資産減耗費等でございます。 

 目７・その他営業費用８００円、これは材料

売却原価でございます。 
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 項２・営業外費用２９４２万６９７０円。内

訳といたしまして、目１・支払利息２９４２万

６９２１円。 

 目２・雑支出４９円、これは棚卸資産購入に

伴う仕入れ値の単価調整によるものでございま

す。 

 項３・特別損失３４万２６６８円、これは、

目３・過年度損益修正損のみでございます。 

 支出合計３億７６１５万８４０７円となり、

資料右下の欄になりますが、収益的収支は８６

７７万２９６３円の当年度純利益が生じまし

た。 

 次に、資本的収支の収入でございますが、項

１・工事負担金９６４万１０５０円。内訳とい

たしまして、目１・他会計負担金４０６万７７

００円、これは消火栓設置に係る一般会計負担

金でございます。 

 目３・その他工事負担金５５７万３３５０

円、これは下水道工事に伴う配水管移設工事に

係る下水道事業からの補償金でございます。 

 項２・出資金４９７３万８０００円、これは

第４次拡張事業に伴う一般会計からの出資金で

ございます。 

 収入合計５９３７万９０５０円となっており

ます。 

 次に、資本的支出でございますが、項１・建

設改良費２億３９７４万３０３２円。内訳とい

たしまして、目１・配水設備拡張費１億９８９

１万４１５６円、これは給水区域内に配水管７

２１０メートルを布設いたしております。 

 目２・配水設備改良費３０７９万６８８５

円、これは下水道工事に伴う配水管移設工事と

老朽管更新工事でございます。７７０メートル

を施工いたしております。 

 営業設備費１００３万１９９１円、水道料金

システム改修及び新規給水に係る量水器の購入

でございます。 

 項２・企業債償還金１億４３１８万９５０８

円でございます。 

 支出合計３億８２９３万２５４０円となり、

下の欄でございますが、資本的収支は３億２３

５５万３４９０円が不足いたしますが、これは

減債積立金取り崩し額８５２５万４８５円、過

年度分損益勘定留保資金２億２７０５万２０５

９円及び当年度消費税資本的収支調整額１１２

５万９４６円で補塡いたしております。 

 次に、財務諸表でございますが、決算書９ペ

ージから１０ページが損益計算書でございまし

て、平成２５年度は８６７７万２９６３円の純

利益を生じ、これを全額、当年度未処分利益剰

余金といたしております。 

 １１ページが剰余金計算書でございます。 

 資本金の当年度末残高は、自己資本金が２２

億４４０９万２４３８円、借入資本金が１２億

９８６９万９５９１円となりました。剰余金

は、資本剰余金の当年度末残高が６億７５７９

万２４６円、利益剰余金の当年度末残高が８６

７７万２９６３円となり、資本は４３億５３５

万５２３８円となりました。 

 １２ページは剰余金処分計算書でございま

す。 

 平成２５年度八代市水道事業会計利益の処分

でございまして、決算において生じました純利

益８６７７万２９６３円は、全額、当年度未処

分利益剰余金といたしており、本議案の議決に

より、当年度未処分利益剰余金の全額８６７７

万２９６３円を減債積立金に積み立てるもので

ございます。 

 １３ページから１６ページが貸借対照表でご

ざいます。 

 この表は、平成２５年度末における企業の財

政状態を明らかにするもので、事業年度内にお

ける損益や資産、負債及び資本の増減結果を反

映し、資産合計と負債資本の合計が一致するよ

うになっております。 

 １４ページの資産合計及び１６ページの負債
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資本合計は４３億６０６３万８８３３円となっ

ております。 

 なお、平成１９年６月に公布されました地方

公共団体の財政の健全化に関する法律により、

公表すべき健全化判断比率でございます企業会

計資金不足比率につきましては、資金不足を生

じておりません。しかしながら、普及率向上の

ためには、さらに配水管の整備が必要でござい

ます。また、老朽管、水源設備の更新など、今

後も厳しい財政運営が予想されますので、なお

一層効率的な事業運営を行ってまいる所存でご

ざいます。 

 以上、説明を終わります。よろしく御審議い

ただきますようお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） はい。以上の部分に

ついて質疑を行います。 

 質疑ありませんか。何かないですか。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） 済みません、意見書を

ちょっと見ながらお尋ねしたかっですが、無効

水量というのがあったですけど、この無効水量

ちゅうのは、どういうもんなんですか。 

○水道局長（宮本誠司君） 委員長。 

○委員長（増田一喜君） はい、宮本水道局長。 

○水道局長（宮本誠司君） はい。無効水量と

は漏水等の水量でございまして、有効に使われ

なかった水量。ちょっと説明補足しますと、ま

ず、総配水量が無効水量と有効水量に分かれま

す。有効水量のうちお金を取る分が有収水量と

いうことになりますので、公園等とか火事とか

で使われる分は有効に使われた無収水量と、お

金を取らない無収水量となります。 

 以上でございます。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい。早く言ってしま

や、漏水ということですな。（水道局長宮本誠

司君「そうですね」と呼ぶ）はい、わかりまし

た。 

○委員長（増田一喜君） いいですか。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ほかにはないようで

すね。 

 それでは、以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

○委員（前垣信三君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい。済みません、

今、水道事業の拡張という話をされて、給水人

口をふやすような話をされたんですが、例えば

団地並みの造成をした場合に、その団地内の給

水配管については、何がしかの補助なりはない

んですか。 

○水道局長（宮本誠司君） 委員長。 

○委員長（増田一喜君） はい、宮本水道局長。 

○水道局長（宮本誠司君） はい。現在でござ

いますが、開発行為の場合は、事業者の全額負

担ということで工事を行っておりまして、補助

おろか事業者のほうで引き込みといいますか、

現在の既存の配水管からの分は事業者のほうに

御負担していただいている状況でございます。 

 ただ、大々的な拡張工事ということになりま

すと、例えば現在、八千把の区画整理事業地と

いうところには先行投資といたしまして、下水

道あるいは上水道、そういったインフラのもの

は先行投資として、こちらのほうから引いてお

りますが、開発事業者のほうの、──拡張でな

い場合は、今のところ事業主の負担ということ

でお願いいたしております。 

 以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） 御意見のほうをお願

いいたします。今のは質問になっておりますの

で。（委員前垣信三君「ああ、そうですか。済
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みませんでした」と呼ぶ） 

 はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） 質問でいいんですか。 

○委員長（増田一喜君） いやいや、質問はも

う終わりましたので、御意見をお願いいたしま

す。 

○委員（前垣信三君） 御意見でいいですか。 

○委員長（増田一喜君） はい、前垣委員。 

○委員（前垣信三君） はい。失礼しました。 

 今、局長さんがおっしゃったみたいに、開発

区域内は自己負担というお話なんですね。これ

見ますと、年々黒字といいますか、利益が出て

ますよね。赤字ならともかく黒字ならですよ、

給水人口をふやさないかぬとなれば、下水道の

場合は宅地内まで引き込んでくれますよね、公

道から。公道負担ぐらいは行政でやってくれる

なり、何らかの形でこう、ふやす方向も考えて

もらいたいなと、これは意見です。 

○委員長（増田一喜君） ほかに御意見ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 これより採決いたします。 

 議案第７０号・平成２５年度八代市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定については、原

案可決及び認定するに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

件は原案のとおり可決及び認定することに決し

ました。 

 小会いたします。 

（午前１１時２９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時２９分 本会） 

◎議案第７１号・平成２５年度八代市病院事業

会計資本金の額の減少及び決算の認定について 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 続きまして、議案第７１号・平成２５年度八

代市病院事業会計資本金の額の減少及び決算の

認定についてを議題とし、説明を求めます。 

○市立病院事務局事務長（田中智樹君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、田中市立病院

事務局事務長。 

○市立病院事務局事務長（田中智樹君） はい。

改めましてこんにちは。（｢こんにちは」と呼

ぶ者あり） 

 本日、病院長のほうが外来診療のため欠席さ

せていただきますことを御了承お願いしたいと

思います。 

 それでは、議案第７１号・平成２５年度八代

市病院事業会計資本金の額の減少及び決算の認

定につきまして御説明いたします。座って説明

させていただきます。 

○委員長（増田一喜君） どうぞ。 

○市立病院事務局事務長（田中智樹君） 平成

２５年度八代市病院事業会計決算書のほうをご

らんください。 

 決算書３ページの決算報告書から１３ページ

の貸借対照表までにつきましては、先日の本会

議、提案理由の説明にて一通り御説明させてい

ただきましたが、今回、通常の決算認定に加え

まして資本金の額の減少についても議決を要し

ますことから、重複する部分もございますけど

も、損益計算書を中心に改めて説明させていた

だきます。 

 まずは、決算認定について御説明申し上げま

す。 

 ７ページをお願いいたします。 

 平成２５年度八代市病院事業損益計算書です

が、１の医業収益では、入院収益で４億３２２

１万８２４０円、外来収益で１億１９８９万４

４９円、健康診断や病院群輪番制運営事業補助

金などのその他医業収益が１０００万３７１４

円、合わせまして右側の５億６２１１万２４０

３円を収入しています。 
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 ページが飛びますけども、２２ページをお願

いいたします。 

 患者数と診療収入を前年度と比較したもので

す。入院と外来に分けて表記しています。入院

診療では、前年度より患者数は７.４％、１４

９９人伸びまして、診療収入でも６.９％、２

７９０万４５２８円の増収となりましたが、外

来診療では、前年度より患者数で９.８％、９

７９人減少し、診療収入でも４.４％、５４７

万２７４３円の減収となりました。入院と外来

を合わせますと、患者数では１.７％、５２０

人の増加となり、診療収入で４.２％、２２４

３万１７８５円の増収となりました。 

 次の２３ページの（ハ）病床利用状況では、

ベッドの利用率が、一般病床８７.１％、結核

病床７.３％となり、一般病床では高い数値を

キープすることができ、これが医業収益の増加

につながることができました。 

 お手数ですけど、７ページのほうヘまたお戻

りください。 

 次の２、医業費用ですが、職員６１名分の給

料や手当、賃金、法定福利費などの給与費に３

億６５５７万４７３４円、薬品やカテーテル、

点滴チューブなどの材料費が１億４９０９万４

３４円、給食業務や清掃、医療事務の各種委託

料や医療機器のリース料、光熱水費、修繕料な

ど、経費として１億３３１万８２０４円、病院

建物及び器械備品類の減価償却費として２４４

４万４２２円、資産減耗費では、主に使用でき

なくなった医療機器等の固定資産除却分として

６２万２４８５円、研修研究費では、医師の学

会等への出席費用として１２６万１２７５円を

支出しました。（｢２００」と呼ぶ者あり） 

 よって、費用の合計が、その右側の６億４４

３０万７５５４円となり、上段の医業収益との

差し引き収支、すなわち医業収益は、ページ右

側の８２１９万５１５１円のマイナスとなり、

医業損失という形で表記をいたしております。 

 費用面においては、どの項目についても前年

度に比べ抑制されております。前年度の対比に

ついては２５ページのほうにそれぞれ列記をい

たしております。 

 続いて、３の医業外収益ですが、総務省が示

した基準内の一般会計からの負担金と、医師及

び看護師確保対策に係る国保会計からの負担金

を合わせた１億３２５５万９６５７円を他会計

負担金として収入し、その他医業外収益とし

て、保存年限を過ぎたレントゲンフィルムの売

却益などで４１７万４４４４円を収入し、合わ

せて１億３６７３万４１０１円を医業外収益と

して計上しました。 

 ８ページをお願いいたします。 

 ４の医業外費用ですが、現在、借り入れてい

る企業債の利息分１１万５４２１円と、今回よ

り平成２８年度までの４年間にわたり計上しま

す退職給与費に係る繰延勘定償却として１２９

８万５９７１円、合わせますと１３１０万１３

９２円となりますので、７ページの医業外収益

との差し引き収支は、右側の１億２３６３万２

７０９円となり、医業外収益の決算額となりま

す。 

 これを先ほどの７ページの医業損失のマイナ

ス８２１９万５１５１円と合算した金額が経常

利益となり、ページ右側の上から２段目の４１

４３万７５５８円となります。 

 この経常利益に５の特別利益、過年度分の修

正益４４万６５０円を加算し、５の特別損失、

不納欠損７３万９８８０円を減額した額が、ペ

ージ下から３段目の当該年度の純利益４１１３

万８３２８円となります。 

 前年度までの累積赤字、すなわち繰越欠損金

が４億１７０５万６０３６円でございましたの

で、今回の黒字分と相殺して、平成２５年度末

の未処理欠損金は３億７５９１万７７０８円と

なり、これを平成２６年度へ繰り越すという形

になります。 
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 次に、３４ページ、３５ページをお願いいた

します。 

 当院が保有している固定資産の明細と企業債

の償還状況です。３４ページの固定資産につい

ては、表右下の２５年度末償却未済高は２億４

５２万７９４９円となりますので、これが１１

ページの貸借対照表、資産の部の右下の固定資

産の合計と一致いたします。 

 ３５ページの企業債については、表中の未償

還残高の計が２２４８万２４２８円となります

ので、こちらも２６ページの、２６ページをお

願いいたします。２６ページの表の右下の合計

ですね、（イ）の企業債の合計、２２４８万２

４２８円と一致いたします。 

 なお、平成２５年においては企業債の借り入

れを行いませんでした。同様に一時借入金につ

いても借り入れを行っておりません。 

 簡単ですけども、以上が平成２５年度の病院

事業決算の説明でございます。 

 引き続き、資本金の額の減少について御説明

をさせていただきます。 

 お手数ですけども、１０ページのほうをお願

いいたします。 

 平成２５年度八代市病院事業欠損金処理計算

書でございますが、今回、関連の参考資料をと

じ込んでおりますので、あわせてごらんくださ

い。１０ページに挟んでおりましたＡ４縦の分

の資料でございます。 

 地方公営企業法及び同法施行令の一部改正に

より資本制度の見直しが行われ、資本金の額を

議会の議決を得て減少することができる旨の規

定が新たに設けられました。 

 市立病院では、昭和４３年の病院事業会計の

設置当初からこれまで、建物や構築物、機械設

備など、固定資産を取得した場合に受ける一般

会計からの繰入金を出資金として、全額自己資

本金に組み入れる処理を行ってきました。今回

の法改正により、その処理方法が見直されたこ

とから、これまで組み入れてきた相当額を長期

前受金及び未処分利益剰余金の各費目に振りか

えようとするものでございます。 

 具体的金額を申し上げますと、８億３６６１

万２６１７円ある自己資本金の額を３億１８７

万８０４０円に減少し、減少する５億３４７３

万４５７７円のうち、現在、既に減価償却を終

えた固定資産に係る４億４７５３万９４５０円

を未処分利益剰余金に振りかえまして、残りの

８７１９万５１２７円は、この表には記載され

ておりませんけども、長期前受金として振りか

えるものでございます。 

 なお、この長期前受金に振りかえた８７１９

万５１２７円については、現在でも減価償却の

途中でございますので、この分にかかる固定資

産の償却分を、毎年、その見合い分を収益化し

ていくことにすることとしております。 

 ただいま説明した内容を図にしてお示しして

おりますので、お手元に配付したＡ４横の資

料、資本金の額の減少による負債資本の変動で

御確認をお願いしたいと思います。こちらの、

お手元に本日お配りしておると思います。 

 表を説明いたしますと、自己資本金の８億３

７００万を長期前受金と、──黄色とブルーに

振り分けるという部分です。利益のほうが４億

４８００万出ますので、これまでの欠損金の３

億７６００万円と相殺しますと、利益剰余金が

７２００万円ほど利益が出るというような形に

するということです。 

 市立病院では、今後も引き続き安定した運転

資金を保有し、地域医療の中核を担い続けるこ

とができるよう経営改善を行っている中で、累

積欠損金の約３億７６００万円という数字のみ

で市立病院の経営が評価されてしまうという側

面もあることから、今回の法改正に合わせまし

て、経営実態に即した形となるよう処理を行う

ものでございます。 

 以上が、地方公営企業法第３２条第４項の規
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定に基づいて資本金の額の減少を行うため、議

会の議決を求めるものでございます。 

 高齢化社会の急速な進展の中に、現在、八代

医療圏においても、国が推進する地域包括ケア

システムの構築に向けて準備が進められていま

す。このシステムを運用していく上で重要なポ

イントの一つに、医療資源の確保と介護サービ

ス事業者との連携が挙げられます。要介護状態

になっても、住みなれた地域で自分らしい暮ら

しを人生最後まで続けることができるよう、医

療と介護が連携して、安全で安心して地域の中

で支えていくことが重要であります。 

 そのためにも自治体病院である当院が地域完

結型医療の中核病院という役割を担い、地域の

医療機関や行政、介護、福祉サービス機関など

と連携をとりながら医療を提供してまいりたい

と考えております。 

 以上、御審議方よろしくお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） はい。今、事務長から

最後のほうにあった部分が、今後、市立病院の

目指す方向と捉えてよろしゅうございますか。 

○市立病院事務局事務長（田中智樹君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 田中事務長。 

○市立病院事務局事務長（田中智樹君） はい。

現在、病院事業の検討委員会のほうも庁内のほ

うで開いておりますので、目指す方向として

は、今、最後に御説明しましたそちらの方向で

まいりたいと思っております。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） はい、わかりました。

そのような方向でですね、経営の安定に努めて

いただきたいと思うんですが、１つ、２つ、質

問。２２ページの業務の、入院と外来のこの分

析をどのようにされておりますか。入院が昨年

より減ったと。ふえたっか、どっちか。その分

析の説明をお願いします。 

○委員長（増田一喜君） はい、田中事務長。 

○市立病院事務局事務長（田中智樹君） は

い。入院のほうはですね、まず、入院から見ま

すと、昨年度より１５００人ほど延べ人数でふ

えております。これは、２３ページの一番下に

あります病床利用率８７.１％というものが物

語っておるんですけども、ちなみに、昨年度が

ここが８０.２％でありました。つまり病院か

らとかですね、ほかの医療機関、また介護福祉

施設からの紹介がかなり多くありまして、そち

らの部分で、ほぼベッドが埋まっている、年間

埋まっているという状況で、入院収益が大幅に

伸びたという部分でございます。 

 逆に、外来におきましては、ほぼ地元の宮地

校区、また一部、太田郷校区、高田校区の方々

がほぼメーンを占めるわけなんですけども、や

はり地域の高齢化もありましてか、外来のほう

はかなり減っておる、いわゆる１０００人単位

ぐらいで毎年少のうなってきております。 

 一番右の１日１人の平均というところで、２

２ページのところで見てもらうと、１人当たり

の収益の単価としましては、外来のほうも１万

３３００円という形で、前年度より７５５円ほ

ど、１人当たりに係る収益は変わってはないん

ですけども、いかんせん外来の人数が減ってき

てる部分で、トータルでは５５０万ほど外来収

益のほうは下がってきているという部分でござ

います。入院患者のほうで全体の収益を押し上

げたという部分が分析しているところでござい

ます。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） はい。小さいこといろ
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いろありますが、先ほどの法の改正によりこの

ようなふうになったと。実態はいいんだという

ような印象を受けたんですが、経営の実態につ

いて、そのような印象でいいのかということに

ついて。実際はいいんだと、今までそうだった

けれど、実際はそうまでなかったということで

思っていいんですかね。 

○委員長（増田一喜君） はい、田中事務長。 

○市立病院事務局事務長（田中智樹君） はい。

先ほどちょっと説明しましたとおり、病院事業

スタート時の４３年から経理の方式を病院の改

修、または医療機器を購入してもらう際、通

常、約半額を一般会計からルールでいただくよ

うな形で、今までずっとルールで決めてありま

す。その部分を、うちのこれまでの経理の方式

が全て自己出資金としてそのお金を捉えて、資

本金にずっと積んできたというような実態で、

資本金の額のほうが８億何ぼという形でふえて

きたということで、それを今回、積んできた分

を一旦取り崩して、経理の方法を変えますの

で、長期前受金と利益剰余金のほうで埋めると

いう作業をさせてもらいたいと。 

 今後は、ことしの２６年度の当初予算から

は、この方式で処理をしてまいりますので、こ

れまでのような部分で自己資本金のほうがふえ

ていくという分はございませんけども、一応こ

のような形でいかせてもらえればと思います。 

 ただ、今年度の当初予算では、これも法改正

に合わせまして、職員の退職手当の引当金を１

億数千万、一度積みますので、２６年度の決算

見込みは少しまた赤字決算と、その部分の積立

金を経理上行うものですから、赤字分が出るの

ではないかなというふうに見込んではおりま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

 はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） いいです、はい。了解

です。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） はい。決算審査意見書

ですけども、これを、詳しいちょっと数字が載

っとりますですね。５カ年間の損益計算書見ま

すと、久しぶりっていうか４年ぶりに黒字、４

１００万になったんですが、それをちょっと分

析してみますと、今言われたような入院の収益

が約２７００万ぐらいふえてると。それから、

これは医師数が５人から３人に減ったというこ

とで、多分そうだろうと思うんですが、給与費

が２８００万ぐらい減っている。その中には２

４年度の退職手当が１３００万ほどあったとい

うことですが、聞きたいのは、そういうことで

４１００万の黒字っていいますか、剰余金、純

利益が出とるわけですが、先ほど言われた退職

手当の積み立てを除外すると、２６年度以降も

こういう数字で推移していくという見方でいい

ですか。 

○委員長（増田一喜君） 田中事務長。 

○市立病院事務局事務長（田中智樹君） はい。

実際、今年度の、２５年度の黒字部分について

は、収入のほうでも入院が伸びて収入金額が伸

びたという点もございますけども、一方で、歳

出の部分で医師の人件費というものが、当然、

御指摘のように、人数が減った関係で、かなり

経費的な部分で抑えられております。その収支

の差し引きで、今回４０００万程度の黒字が出

たという形で思っております。 

 今後も、今、４名の常勤医師と２名の非常勤

医師で外来のほうも運営をやっておりますけど

も、この状態をキープできると多少の黒字は見

込めるのではないかと、この数字をキープでき

るんじゃないかと考えております。 

 以上です。（委員松永純一君「はい、わかり

ました」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） はい、松永委員。 
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○委員（松永純一君） はい。その中で一つで

すね、繰延勘定償却というのが１３００万で、

結構大きな影響あってるんですよね。これ簡単

にちょっと教えていただけますか。 

○市立病院事務局事務長（田中智樹君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、田中事務長。 

○市立病院事務局事務長（田中智樹君） はい。

２４年度末におきましてですね、医師が２名、

一度に定年退職を迎えられております。永利先

生と中村先生のお二人で約６０００万ほど、ち

ょっと退職金を支払っておりますのを、形式上

は、──お二人にはそのままお金を払っており

ますけども、経理上で、これを５年間ですね、

に分割して経理上上げてる関係で、これが２８

年度まで一応続くということになっておりま

す。会計の処理上、こういう処理をさせていた

だいておるということで御理解をお願いしたい

と思います。（委員松永純一君「わかりまし

た」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） いいですか。 

○委員（松永純一君） 以上です。 

○委員長（増田一喜君） はい、ほかにありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） はい、ないようで

す。以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

○委員（笹本サエ子君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、笹本委員。 

○委員（笹本サエ子君） はい。先ほど亀田委

員からも言われましたけど、市立病院のこれか

らの方向づけがね、明確になったということ

で、やっぱり総合病院、労災病院等からね、非

常に喜ばれていると思って。わけても老人施設

からね、非常に気持ちよく受けていただける、

加療していただけるということで、大変喜ばれ

ているということなんですね。経営もね、それ

を基軸にどうか発展していきますように、八代

市の病院として発展していくよう願っておりま

す。頑張ってください。 

○委員長（増田一喜君） はい。ほかにありま

せんか。御意見ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 これより採決いたします。 

 議案第７１号・平成２５年度八代市病院事業

会計資本金の額の減少及び決算の認定について

は、原案可決及び認定するに賛成の方の挙手を

求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

件は原案のとおり可決及び認定することに決し

ました。（市立病院事務局事務長田中智樹君

「ありがとうございます」と呼ぶ） 

 小会いたします。 

（午前１１時５４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時５９分 本会） 

◎請願第４号・農協改革に関する意見書の提出

方について 

○委員長（増田一喜君） はい、本会に戻しま

す。 

 次に、請願、陳情の審査に入ります。 

 審査に入ります前に、郵送にて届いておりま

す要望書については写しをお手元に配付してお

りますので、御一読いただければと存じます。 

 今回、当委員会に新たに付託となりましたの

は、請願１件です。 

 それでは、請願第４号・農協改革に関する意

見書の提出方についてを議題とします。 

 要旨は文書表のとおりですが、念のため書記

に朗読いたさせます。 

○書記（岩﨑和平君） （書記、朗読） 

○委員長（増田一喜君） はい。ただいま書記

に朗読いたさせました。 

 この本件について、御意見等はありません
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か。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） はい。農協改革につい

てはですね、組織をどうするかというのが、こ

の前、テレビで放送あっておりました。一番下

のＪＡの、いわゆる農協の組織の上に県の組織

があって、その上に３つぐらいの組織があっ

て、今、一番上にＪＡ中央会か何かあるという

ような、そういうピラミッド型の構図が構成さ

れとる中でですね、ＪＡ中央会を廃止したらど

うかっていうような改革だったと思うんですけ

ども、それもですね、今、もうそれは廃止はし

ないというような意見も出ているようですね。 

 ですから、これはＪＡやつしろだけじゃなく

て全国の農協に関することなんだろうと思うん

ですよね。ですから、やっぱり今のうちに、こ

のやっぱり請願をですね、私は採択して、全国

からやっぱり政府にそういった意見書を提出す

るべきじゃないかなというふうに思ってます。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） はい。ということ

で、今、採択という御意見が出ております。 

 ほかにありませんか。 

○委員（笹本サエ子君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、笹本委員。 

○委員（笹本サエ子君） はい。私は、この請

願が出たことをね、本当に真っ当だというふう

に思います。 

 やっぱりこの間のずっと流れを見てると、や

っぱり全中を初めとしてＴＰＰ参加、拙速な参

加をね、やっぱり本当に反対だということを、

やっぱり強く主張されてきたと思うんですね。 

 政府はここに来て、やっぱり反対運動を弱め

ていこうという思いもあると思うし、このこと

は、やっぱり日本は家族農業中心にずっとやっ

てきたと。それをやっぱり株式会社が参加でき

るような、そういう道に開いていこうというこ

とに見えるというふうに思うんですね。 

 だから、やっぱり戦後、日本がやっぱり本当

に守ってきた制度、やっぱりここでもう一回

ね、しっかり守り抜いていくことが大事じゃな

いかなと、それが今後の農業を発展させていく

道じゃないかなというふうに思いますので、こ

れについてはね、やっぱり全面的に賛成して、

国にね、やっぱり物申していきたいというふう

な思いでいっぱいです。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） はい。ほかに御意見

はありませんか。反対の、はい、ないですね。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 ないようですので、これより採決いたしま

す。 

 請願第４号・農協改革に関する意見書の提出

方については、採択するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

件は採択とすることに決しました。 

 ただいま採択と決しました本請願は、意見書

の送付を求めたものであります。 

 ついては、本件を審査した立場上、私どもで

発議する必要があると思いますので、当委員会

のメンバーで発議することに御異議ありません

か。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） それでは、そのよう

に願います。 

 案文につきましては事務局と調整することと

し、後日、発議の手続をとらせていただきま

す。 

 なお、趣旨弁明はどなたにお願いいたしまし

ょうか。（｢委員長にお願いします」と呼ぶ者

あり）はい、それではそのようにいたします。 

 小会いたします。 
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（午後０時０７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後０時１０分 本会） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 以上で、付託されました案件の審査は、全部

終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

                              

◎所管事務調査 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

・病院・水道事業に関する諸問題の調査 

○委員長（増田一喜君） 次に、当委員会の所

管事務調査２件を一括議題とし、調査を進めま

す。 

 当委員会の所管事務調査は、産業・経済の振

興に関する諸問題の調査、病院・水道事業に関

する諸問題の調査、以上の２件です。 

 このうち、まず、病院・水道事業に関する諸

問題の調査に関連して１件、執行部から発言の

申し出があっておりますので、これを許しま

す。 

                              

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（水

道水質事故について） 

○委員長（増田一喜君） それでは、水道水質

事故についてをお願いします。 

○水道局長（宮本誠司君） 委員長。 

○委員長（増田一喜君） はい、宮本水道局

長。 

○水道局長（宮本誠司君） 座らせて説明させ

ていただきます。 

 まず、お手元に事前にお配りしております資

料をお願いいたします。１枚目が事故報告書で

ございます。 

 まず、発生日時でございますが、平成２６年

９月１１日８時１５分。坂本町田上地区簡易水

道の住民から油のようなにおいがするとお電話

がありまして、うちの職員が向かいました。 

 場所につきましては、資料の２ページ、３ペ

ージ目をごらんいただきたいと思います。 

 ２１９号線からクレオン方面のほうに行った

ところの破木、それから女原、寺前瀬、その３

集落、２枚目の地図の赤の破線で囲んでいる６

５世帯１２８人の給水区域でございます。 

 新聞、テレビ等で報道がございましたが、４

ページ目の位置図をごらんいただきたいと思い

ます。 

 こちら、田上地区簡易水道の水源地がござい

まして、この水源地内の水に油のようなものが

浮かんでいるのを確認いたしまして、こちらの

送水ポンプ槽並びに高所にございます配水池の

ほうにも油のようなものが浮いておりまして、

直ちに給水を停止いたしまして、応急給水等を

行っております。 

 次のページに、こちら田上地区の簡易水道の

配水系統図がございますが、この送水ポンプ槽

のほうに油のようなものが浮いていると。それ

から、ここで次亜塩素酸ナトリウム、──滅菌

を行いまして、その水をポンプアップしまして

配水池のほうに送っております。 

 配水池のタンクの容量は７３立方メートルで

ございまして、こちらの配水池並びに送水ポン

プ槽のほうの清掃、それから配水管のほうの洗

浄を事故発生以降、続けております。 

 健康被害については、９月１４日、市政協力

員さん３名にお願いいたしまして、６２歳の女

性の方が下痢をされたと。ただし、病院にはか

かっていない。７５歳の女性が嘔吐され、病院

にかかられ、３日間の診断を受けておられま

す。 
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 対応状況につきましては、事故報告書に時系

列的に表示しておりますので、簡単にと思うん

ですが、まず、隣接する板持地区簡易水道の百

済来スポーツセンターの前の水道管のほうか

ら、仮設でございますが、２５ミリのポリエチ

レンのパイプで一応送水槽のほうに入れており

まして、不足分につきまして２トンのトラック

にて、この２枚目の資料にありますように、給

水ポンプ槽の中に入れて、今、補給しておりま

して、おとといの９月１６日ですが、管末の２

カ所より採水いたしまして、５１項目の全項目

の水道水質検査のほうをいたしております。 

 検査結果につきましては、１０日ないし１４

日かかるということでございまして、しばらく

この検査結果待ちということになっておりま

す。 

 きのうでございますが、１４時から田上地区

のこの簡易水道の全世帯につきまして、各世帯

の蛇口より９項目の検査を実施いたしておりま

すが、ちょっとふぐあいがございまして、きの

う水が出なくなったところがございまして、き

のう、２７世帯、採水のほうが済んでおりま

す。本日、残りの３８世帯の水質検査を行いま

して、こちらのほうの結果が２２日にわかる予

定でございます。 

 ですから、戸別に給水を再開するか、あるい

は全項目の検査を待って安全宣言を出すか、こ

れは今後の判断でございますが、あす、汚染物

質のほうの特定ができますので、こちらのほう

の事故報告書に書いてあるのは、一応まだ状況

と申しますか推測でございまして、現在、調査

中ということでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（増田一喜君） 本件について何か質

疑、御意見等はありませんか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 事故があって、現在、

調査中っちゅうことでしょう。（水道局長宮本

誠司君「はい」と呼ぶ）結果が出次第、報告い

ただければと思います。（水道局長宮本誠司君

「はい」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） ということで、よろ

しいですか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい。ほかにありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） はい、ないようで

す。 

 以上で、水道水質事故についてを終了しま

す。 

 小会いたします。 

（午後０時１７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後０時１８分 本会） 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（指

定管理者の募集について） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 それでは、続きまして、指定管理者の募集に

ついてをお願いします。 

○商工観光部長（宮村博幸君） 委員長。 

○委員長（増田一喜君） 宮村商工観光部長。 

○商工観光部長（宮村博幸君） はい。お世話

になります。まずもって、待機していなかった

ことをおわびさせていただきます。済みません

でした。 

 商工観光部が所管をいたします施設のうちで

ございますが、平成２６年度末をもって期間満

了となります１５の施設がございます。この施

設の指定管理の募集内容につきまして、宮村商

工観光部次長のほうが説明をいたしますので、

よろしくお願いいたします。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（増田一喜君） 宮村商工観光部次

長。 
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○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。宮村

明彦でございます。説明させていただきます。

座って説明させていただきます。よろしくお願

いいたします。 

 恐れ入りますが、配付しておりますＡ４の横

長判、平成２６年度指定管理者の募集につい

て、指定管理委託更新施設一覧をごらんいただ

きたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

 表に記載しております商工観光部所管の１５

施設が、今年度末で指定管理期間が満了となる

ことから、今回の市の指定管理の募集内容を報

告、説明させていただくものでございます。 

 なお、施設の概要につきましては、別紙資

料、指定管理者募集施設一覧施設概要を配付し

ておりますので、参考にされながらお聞きいた

だければ幸いでございます。 

 なお、平成２７年度以降の指定管理に伴う委

託料の基準価格は、庁内協議が整っておりませ

んので提示できておりません。大変申しわけご

ざいませんが、よろしくお願いいたします。 

 それでは、一覧表に従いまして、順に説明さ

せていただきます。 

 まず、やつしろハーモニーホールですが、平

成１２年６月に開設。平成１９年度より指定管

理を開始し、直近の委託内容は、委託先が株式

会社イズミテクノで、指定期間は５年間、公募

による指定で、委託料は年間２５４３万３００

０円となっております。なお、今回の募集内容

は、公募による募集を行い、指定期間は、現在

と同じ５年間を予定するものでございます。 

 次に、八代市働く婦人の家は、昭和５７年６

月に開設。平成２１年度より指定管理を開始

し、直近の委託内容は、委託先が一般社団法人

八代弘済会で、指定期間は３年間、委託料は１

７１７万８０００円となっております。なお、

今回の募集内容は、公募による募集を行い、指

定期間は５年間を予定しております。 

 次に、八代市広域交流地域振興施設よかとこ

物産館は、平成２０年１２月に開設。同年度指

定管理を開始し、直近の委託内容は、委託先が

九州綜合サービス株式会社で、指定期間が３年

間、納付金を年５５０万円いただいておりま

す。なお、今回の募集内容は、公募による募集

を行い、指定期間は５年間、現在同様、納付金

を予定しております。 

 次に、八代市松中信彦スポーツミュージアム

は、平成２１年１月に開設。平成２０年度と２

１年度の２年間の市直営管理を経て２２年度よ

り指定管理を開始。直近の委託内容は、委託先

は九州綜合サービス株式会社で、指定期間が１

年間、非公募により管理をお願いしておりまし

て、委託料は４６０万円となっております。な

お、今回の募集内容は、今、説明いたしました

よかとこ物産館と一括公募による募集とし、指

定期間は５年間を予定しているものでございま

す。 

 なお、松中信彦スポーツミュージアムの取り

組みにつきましては、別紙資料を配付しており

ますので、御参考にしていただければ幸いでご

ざいます。 

 その内容を若干説明させていただきます。平

成２５年度、実施しました主なイベント内容と

いたしましては、５月１１日に九州スリーデー

マーチのウオーカーの方々９２６名が入館。７

月９日に八代の星コーナーを設置し、頑張って

いる八代のアスリートを紹介させていただいて

おります。５月２５日と８月２日の２日間、野

球道具のお手入れ教室を開催し、８９人が参加

しておられます。１０月１２日には一中弓道部

の活躍を紹介しております。１０月２０日には

ＪＲウオーキングの参加者が入館していらっし

ゃいます。１１月８日から１２月１日まで八代

水泳史特別展を開催され、１１月２４日には久

世由美子コーチの特別講演も開催されておられ

ます。 



 

－28－ 

 イベント等によりまして入場者を把握してい

る計といたしまして、そこに書いておりますよ

うに２６４２人と聞いておるところでございま

す。 

 なお、今年度、２６年度は、５月９日と１０

日の２日間、九州国際スリーデーマーチのウオ

ーカー７８８人が入館、全国シニアソフト大会

参加者４６人が入館、８月６日と１１日にグロ

ーブ、スパイクのお手入れ教室を開催し、４月

から８月までの５カ月間で、イベント等により

把握している入場者は１１９２名と聞いており

ます。なお、９月以降におきまして、八代のア

スリート展を開催する予定としております。 

 このように、松中信彦ミュージアムの入館者

と収入をふやすために、パンフレットを観光案

内所に設置することはもとより、ホテル、旅館

にも置きながら、イベント等に来代されました

参加者にも配布し、必要に応じて優待券を配布

するなど、また、イベント前には小中学校ヘ直

接出向き、イベントの紹介あるいは来場の御案

内等ＰＲを努めているところでございます。 

 また、いきいきスポーツ課と連携し、本市に

ゆかりのある方々や八代の星コーナーでの小中

学生、高校生等、活躍、努力しておられる方々

の活動紹介、応援展示会を開催しているところ

です。 

 今後といたしましては、ＰＲの強化を図るこ

とはもとより、観光客が入場したくなるような

施設を目指し、スポーツ情報の発信拠点とし

て、民間のノウハウを生かしながら、スポーツ

関係団体と連携し、内容の充実を図るために

は、一年ごとの短期間の契約にては限界がある

ため、よかとこ物産館と相乗効果を図りなが

ら、一括し、５年間の指定管理の募集を予定し

ているところでございます。よろしくお願いい

たします。 

 次に、八代市日奈久観光交流施設日奈久ゆめ

倉庫は、平成２４年４月に開設。２４年度より

指定管理を開始し、直近の委託内容は、委託先

が九州綜合サービス株式会社で、指定期間が３

年間、委託料は年間７４９万４０００円となっ

ております。なお、今回の募集内容は、公募に

よる募集を行い、指定期間は５年間を予定して

おります。 

 次に、八代市産地形成促進施設東陽交流セン

ターせせらぎは、平成１７年２月に開設。１７

年度より指定管理を開始し、直近の委託内容

は、委託先が株式会社東陽地区ふるさと公社

で、指定期間が５年間、菜摘館と合わせて納付

金を年間３００万円いただいております。な

お、今回の募集内容は、菜摘館と一括非公募

で、指定期間を２年間とし、委託料を予定して

いるところでございます。 

 なお、２年間非公募につきましては、別紙資

料を御参照いただければというふうに思いま

す。 

 市といたしましては、現在、バイオボイラー

の導入に向け、県へ補助申請を行っているとこ

ろでございまして、おおむね施設の導入につき

まして補助のめどが立ったことから、施設整備

後の実績を踏まえ、委託料を積算するために必

要な２年間を非公募を予定しているところでご

ざいます。なお、整備予定の施設は、木質チッ

プボイラーと太陽光発電装置、蓄電池となって

おります。 

 今後の予定といたしましては、県の補助内示

後、１２月定例会で補正をお願いし、２６年度

中に実施設計を行い、２７年度末までにボイラ

ー発注、設置を予定しているところです。翌年

度、２８年度の４月から７月までの４カ月間の

ボイラーの稼働実績を踏まえ、指定管理委託料

の基準価格を積算し、翌年度からの指定管理に

よる募集を９月から１０月ごろ実施する予定と

しております。 

 次に、八代市農林産物等直売施設菜摘館は、

平成８年４月に開設。平成１７年度より指定管
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理を開始し、直近の委託内容は、委託先が株式

会社東陽地区ふるさと公社で、指定期間が５年

間、せせらぎと合わせて納付金を年間３００万

円いただいているところでございます。今回の

募集内容は、せせらぎと一括非公募で、指定期

間は２年間を予定しているところでございま

す。 

 八代市五家荘観光施設は、五家荘平家の里が

平成元年４月に開設、その他７施設は一覧表及

び施設概要に記載のとおりでございます。指定

管理は、平成２４年度より開始し、直近の委託

内容は、委託先が五家荘地域振興会で、非公募

による指定期間が３年間、委託料が年間１３７

８万３０００円となっております。なお、今回

の募集内容は、公募による募集を行い、指定期

間は５年間を予定しているところです。 

 一覧表の一番下の欄、募集スケジュールをご

らんいただきたいと思います。 

 本日、９月１８日、経済企業委員会にて指定

管理者募集について説明後、９月下旬から１０

月上旬までの期間、募集を予定しているところ

です。１０月下旬に候補者選定委員会を開催

し、１１月に候補者を決定、１２月定例会で指

定管理者の議決、指定管理委託料の債務負担行

為の議決等をいただき、翌年３月に協定書を締

結、４月から指定管理業務の開始を予定してい

るところでございます。 

 説明は以上でございます。よろしくお願いい

たします。 

○委員長（増田一喜君） はい。本件について、

何か質疑、御意見等ありませんか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 委託料はまだ決定して

いないということなんですが、募集期間前に、

またその話を委員会に報告しなっとですか。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、宮村商工観光

部次長。 

○商工観光部次長（宮村明彦君） はい。委託

料あるいは納付金額が決定次第、委員長、副委

員長に御報告、説明させていただき、対応を検

討させていただきたいと思います。（委員亀田

英雄君「わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。い

いですか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、ほかにありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） はい、ないようで

す。 

○委員（野﨑伸也君） 済いません、いいです

か。 

○委員長（増田一喜君） 野﨑委員。 

○委員（野﨑伸也君） 質疑じゃないんです。

意見とかじゃないんですけど。 

○委員長（増田一喜君） 意見ですので。 

○委員（野﨑伸也君） 今ほど、委託料とあれ

が決まってから、また御報告ということだった

ですけど、その他もろもろ、いろいろとさっき

の水道の関係もあって、報告がまたあると思う

んですけど、あわせてちょっと委員会また開い

て、皆さんでちょっと、いろいろお話できたら

なというふうに思いますが、皆さん、いかがで

すか。 

○委員（亀田英雄君） はい。 

○委員長（増田一喜君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） そういうことで対応い

ただければ助かりますが。（委員野﨑伸也君

「金額とかとなると、やっぱりちょっとまた、

いろいろ話もできないかなと思いますので」と

呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） そうしたらば。（委

員亀田英雄君「協議していただいて」と呼ぶ）

事前に報告がありましたら、正副委員長で協議
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して、委員会開くかどうかも検討したいと思い

ますので、そのときはよろしくお願いいたしま

す。（｢よろしくお願いします」と呼ぶ者あ

り） 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 では、以上で指定管理者募集については終了

いたします。 

 小会いたします。 

（午後０時３２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後０時３６分 本会） 

○委員長（増田一喜君） それでは本会に戻し

ます。 

 当委員会の所管事務調査について、ほかに何

かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） はい、ないようで

す。 

 以上で、所管事務調査２件についての調査を

終了します。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 所管事務調査２件については、なお調査を要

すると思いますので、引き続き閉会中の継続審

査の申し出をいたしたいと思いますが、これに

御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 御異議なしと認めま

す。そのように決しました。 

 ほかに何かありませんでしょうか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 皆さんからないよう

ですけど、行政視察の件についてはどういたし

ましょうか。（委員亀田英雄君「予定どおりで

しょう。あけとります」と呼ぶ）（委員田方芳

信君「２２日でしょう、１０月」と呼ぶ）まず

は、だけん。この間、ちょっと事前にお話はし

とったけども、それの件について、ちょっと内

容調整せぬばんですね。 

 ちょっと小会いたします。 

（午後０時３７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後０時４０分 本会） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 本委員会の管外行政視察については実施した

いと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 次に、委員会の派遣承認要求の件についてお

諮りします。 

 本委員会は、平成２６年１０月２２日から２

４日までの３日間、産業・経済の振興に関する

諸問題の調査、病院・水道事業に関する諸問題

の調査のため、行政視察に参ることとし、視察

先及び視察内容については、委員長に御一任い

ただきたいと思います。決まり次第、議長宛て

派遣承認要求の手続をとらせていただきたいと

思いますが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で、本日の委員会の日程は全部終了いた

しました。 

 これをもって経済企業委員会を散会いたしま

す。 

（午後０時４１分 閉会） 
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